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口腔がん細胞株 HSC-3 において miR-155-5p が特異的に発現していることを確認するために，がん





miR-155-5p mimic/inhibitor導入後の HSC-3の増殖能および遊走能の確認を Proliferation assay
および Wound-healing migration assayにて行った． 
    
４．miR-155-5p inhibitorによる口腔がん細胞株の上皮間葉移行関連 mRNA発現状態の変化の確認 
miR-155-5p の臨床応用の可能性を調査するために，miR-155-5p inhibitor による形質転換後の口
腔がん細胞株 HSC-3における epithelial-mesenchymal transition (EMT)関連マーカーE-cadherin, 
N-cadherin, vimentinおよび miR-155-5pのターゲットとして有力ながん抑制遺伝子 SOCS1，SOCS1










転換を行った HSC-3 では増殖能および遊走能の変化は認められなかった．miR-155-5p inhibitor
による形質転換後の HSC-3では E-cadherinの mRNAが統計学的有意に発現上昇していることが確認
された(p＜0.05)．その他，N-cadherin, vimentin, STAT3および SOCS1の mRNA発現は有意差を認
めなかった． 
 














により EMT が促進されることによるものであると考えられたが，今回の研究では miR-155-5p 








(批評)  MicroRNA-155-5p（ miR-155-5p）の口腔扁平上皮がんにおける転移と予後へ
の関与を明らかにした論文である．miR-155-5p 高発現の患者は有意に頸部リンパ節
転移が多く，予後不良であったことを明確に示しており，信頼に足る結果が得られ




平成 28 年 2 月 8 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
